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移行期の飼料に、セレノソース移行期の飼料に、セレノソースAF2000AF2000を添加しを添加し

た方が、無機セレニウムを添加するよりも、セレた方が、無機セレニウムを添加するよりも、セレ
ニウムの利用能が向上しますニウムの利用能が向上します

カナダ、アルベルタ州にあるレスブリッジリサーチセンター酪農課で、セレノソースAF2000と
無機セレニウム（亜セレン酸塩）をそれぞれ含む移行期の飼料の、セレニウムの生物学的
利用能を比較する研究が行われました。

研究の概要研究の概要

•　実験は、2004年4月から2006年4月まで、40頭の牛とその子牛の実験が完了するまで行われ
ました。(分娩150日前から泌乳60日目まで）

•　ホルスタイン牛（n=15頭）と未経産牛（n=25頭）を経産回数と分娩予定日によって
バランスを取り、2種類のうち1種類のセレニウム含有飼料の処置を受けるように無作

為に割り当てました。

•　基準セレニウム濃度を均等にするため、実験の90日前から全ての牛に

亜セレン酸ナトリウムを給与しました。

•　牛の分娩予定日の60日前から処置を開始しました。

•　乾乳期、クロースアップ期、泌乳期にある牛の2組の処置グループに与えられた実

験飼料の原料と化学成分は、それぞれ同量の、セレニウムを含有しないイーストカル
チュアーに、一方はセレノソースAF2000を、もう一方は亜セレン酸塩を含むこと以外、

ほぼ同等でした。

•　セレノソースAF2000と亜セレン酸塩を含む実験飼料は、乾物量に対して
添加セレニウムを0.3mg/kg含むように設計しました。

•　セレニウム処置を受けている牛から誕生した子牛は、誕生から生後56日目まで実

験に使用されました。

•　子牛は母牛から生後直後か、生後12時間以内に引き離されました。

•　子牛は生後12時間以内に、誕生時の体重の10％に相当する量のそれ

ぞれの母牛の初乳を与えられました。

•　24時間後、子牛は誕生時の体重の10％のミルクをバルクタンクから与え
られ、2.5kg/日の大麦粒ベースの濃厚飼料と、自由選択で水と塩を給与し

ました。

•　生後4-5週で、乾草を自由選択で給与しました。



結果結果

分娩の60日前から60日後までセレ
ノソースＡＦ2000でセレニウムを添

加した飼料を与えた牛は　全血中
のセレニウム濃度が成牛は11％増
え（P<0.001）、生後24時間の子牛
は12％(P<0.03)増えました。

セレノソースＡＦ2000を添加した飼

料に対する反応は、初乳中のセレ
ニウム濃度についても素晴らしい
ものでした。亜セレン酸塩よりセレ
ノソースＡＦ2000を与えた牛の方が、
初乳中のセレニウム濃度は41％高
くなり（P<0.05） 、泌乳30日目と60
日目に高くなる（P<0.10）傾向があ

りました。
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